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1 はじめに  

クラス編成問題に数理計画法を適用する試みはすで  

にいくつかの例が発表されている【礼【3】，川が、本校で  

もこのためのシステムを作成し，昨年度から実際の業  

務への適用を試みている．   

本校理工系では学生を一括採用し，2年生進級時に  

学生の志望に応じて学科振り分けを行っているが，学  

生は同時に陸海空の「要員」にも振り分けられ，各学  

科内での要員数のバランスもある程度考慮する必要が  

あるので，問題はさらに複雑となっている．   

このように，要員配分と学科配分の問題がほほ同時  

期に生じるわけであるが，本稿ではまず何らかの方法  

で要員を決定した後の，学科配分だけの問題を取り扱  

い，要員配分と学科配分を同時に考える問題は続編【51  

で議論する．  

を第ん志望に配分する時は1で，そうでない時は0を  

とる決定変数と定義すると，問題は  
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CLASSは輸送問題を拡張した0－1型整数計画問題  

であるが，制約条件がユニモジュラー性を持つことが  

証明できるので，0－1条件（5）を非負条件に置き換えた  

線型計画問題として解くことが出来る．   

ここで，配分コストeiんの取り方によってさまざまな  

最適解が得られるので，学生の志望と成績をうまく反  

映した学科配分となるようにコストの設定を工夫する  

必要があるが，我々は  

eiん＝（n伸一1）・伸）  （6）  

を提案している【叶ここで，伸）：＝（J・i－1）／2は学生  

Jの成績傾斜係数，∩・は定数七通常2としている．  

2 問題の定式化  

学生i＝1，…，∧rをム′学科のいずれかに配分する．  

各学生は第〟志望までの学科を表明していて，学生メ  

の第ん志望学科をp沌と記す．また，学生さの所属要員  

を斤i∈（1＝陸，2＝海，3＝空l，成績評点を・，・iとす  

る．7・iは【1，3】の範囲の実数値を取り、値が大きい程成  

績優秀を意味する．   

次に，学科Jの学生数はドj，り】の範囲になければな  

らず，学科内でもさらに要員ごとに軋，・嗅】の範囲に  

納めたい（ノ＝ト．．，叫β＝1，2，3）．   

問題は上のような学科，要員の定員制約の下で，出来  

るだけ学生の志望に沿い，かつ成績優秀な学生ほど志  

望が尊重される‘ような学科配分を実現することである．   

まず，学生f を第ん志望学科に配分した場合の  

好ましくなさの程度をriんと記し、これをメの第人・志望  

3 システムの構成と計算例  

問題CLASSを解く改訂単体法プログラムを作成し  

た．問題の典型的サイズは500制約式，2400変数程度  

で，さほど大型の問題ではないが，記憶容量の節約と計  

算時間の短縮のため以下のような工夫を取り入れた．   

1．疎性の利用．  

CLASSの制約式は，成分が0または1の極めて  

に対する「配分コスト」と呼ぶ．つぎに、二I・扶を学生・よ  
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疎な行列とみなすことが出来る．また1の存在位   

置は容易に算出できるので，行列を記憶する必要  

はなく，この行列との稗は成分1に対応する数個  

の要素を加えるだけで簡単に求められる．   

2．部分プライシング．   

単体基準をすべて調べて最′トの列を選ぶ方法は，   

本間題では極めて効率が悪い．本システムでは負   

の単体基準を持った列が見つかり次第，それを基   

底に入れることにしてそれ以降の探索を省略して  

いる．   

3．巡回プライシング．   

上と関連するが，毎回単体基準を先頭から調べる   

のも非効率である・李システムでは前回の軸積算  

の列から以降を走査するようにしている．これだ  

けでも計算時間が約7分の1程度にまで短縮さ  

れる．   

これらにより，上述のサイズの問題が1分程度のCPU  

時間で解けるようになった．   

プログラムの入力は（ア）学生の学科志望データ，（イ）  

学科定員データの二種類で，前者は各学生ごとに学生  

番号，成績評点，要員，志望学科コード（第1～第6志  

望まで）を含み、後者は各学科ごとに定員の上下限と  

学科内での陸海空の定員上下限を含む．これに対して  

出力は（i）学科志望データ集計表，（ii）配分結果の集計  

象（iii）学科別配分学生名簿，（il′）成績順全学生配分一  

覧表などである．  

表1に一つの計算例を示す．330名の学生が上下界  

内に配分されている．また，図1は学生を成績により  

上中下に3区分した時の，志望順位ごとの累積配分率  

を表している．コストに傾斜を持たせたことによって，  

成績上位の者ほど上位志望学科に配分される確率が大  

きくなっていることが分かる．  
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図1．累積配分率   

4 むすび  

要月を考慮した学科配分に数理計画法を適用し，英  

用に供し得るシステムを開発し，計算時間，配分結果と  

も満足出来る結果を得た．   
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表1．配分結果の一例  

下限   上限   配分敵  

学科         針  陸 海 空  肝  随 沌空  計  睦 沖 空   

13   了  3  3  15  9  3 ：1  1ユ  了  3  3   

2  14   8  3  3  18 12  4  4  18 11 ‘1 3   
3  1了   9 ・1 ・1  23 13  6 ‘l  1了   9  4  4   

4  20 11 5  4  2・1■ 15  丁  6  24 13  6  5   
5  1G   8  －l ⊥l  22 12  6 ‘暮  16   8  4  4   

6  21 12  ユ  4  27 16  7 ・l  25 1′1 7  －t   

u  21 12  5 ・1  27 1G  7 ・l  2G 16  7  4   
8  21 12  5  4  27 16  7  ▲】  2G 15  7  4   
9  22 16  3  3  26  2・1 3  3  26  20  3  3   
10  2U 12  4  4  2¢ 18  4 ‘l  2U 12 ・1 －t   

21 12  ▲l 王i  27 16  4  丁  25  26  4  5   

12  3（； 10  9 17  52 14 13 25  48 l－1 9 25   
13  22 11 5  6  3U 15  丁  8  28 15  7  6   
14  17   9  4  4  25 13  6  6  1丁   9  4  4   

合計  281149 63 69  3¢9 2119 84 86  33U 17！） 73 78  
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